
98　被服学II（構成・美学など） 〔日本家政学会

C－27　被覆観令に糾%庵穏師西島　^^報　z剛啼支教濠餌飢･･甕
　　　鵠的妁松にっヽ･z　　考東3^大　O私絶£登a^ロ^Llk

　%釣　Å征i =c.r'いむし-t-iっtも南洋rj:2 ･叩南朋啜り糾りゆ線き想亀し、逐
偏的ﾚこご4、り)一義お

　方沌、袖≪ゆい(峰勿彭糾血似的●-^-円筒tじ乙唯哨絶同りのて砥t;f
りいぜ^キ砂配妬勁秀､外ねヤ方夏式と求め3.

　紘黒　吐似的心ノ'円防掴喚支概有劇曲拝白算式か末? ';　ﾈ^<･･り線心1劫角一

狼心殊の覗疼き知り痢弘妁とtf兼黛打t 匹t おヽt"i t>c.

　　　C-28 各種浄軟原型のμ較に澗すl要真にっげて（粟1報）
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　目的各種の洋裁原型左被服製作過程て逆用する時、採寸･仮嵯･補正算の工程左

経て、造形的（デザイ>3に免図した結果か得ら加でいる八かLそれとは異なった

立場、すなわ右放有の目的のた籾こヽそれぞ淑の原型が人体左どうとらえて製図化し
ているかき:理解することは、重要な課題であると漣･えら水だ。又その理珊には洲互の

μﾆ較が必要であるが.その場合草なる試羞的社果でぼなくて、農現にかかめる購道的

な要点かおると考えられたのて"■その考察と試みた。

　方法　ト表現活乙表示宏について。2 -人休の採寸とそのゆるみについて。３、

原型の胸圈にあ付る前後の差についてバ

で。５ヽ腕他ﾅｵtまわりと袖ぐり線の7 Aヅテイシダについて二6ヽ肩疎の屋定。
　結果　ト表理茲ど表示宏について区別左明示した．ｌ、胸画線上に入れた各雌原

型のゆるみの大にt、その原型の基遜釣な･陛格ﾚi-t-わちどのようなゆるやかさ左も

って包まれているかという密羞度包おらわすものであって、mm、上のゆろみの適万適

左諭ずろべきもので諮ない。従ってそのゆるみぼ原型の立体観と反比例するものであ

る・3ヽ奮後のまの大小は. ゆろみの九/川こ反比例とてﾚヽる。李頚仲力根まめ'Jの

フイヅテインダにはレテーラード的な枝宏め価められるものがあ'J、人体お剥漣:と源
型のし関係や､原型刈互の技法左比枇する時ま竟ざ蓼する、S ，昶ぐりのゆるみの入れ

方にぽそれそ竃差異り手数が1h る、6、肩稼は種錘に放定されている乱原型とIて
ぼ肩俸爽との澗係に注竟したら


